The Study and Proposal of Rearranging "Contradiction" from Contextural Architecture by 上田 将也
再生建築における「対立性」を応用した設計提案
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1 - 1 .ヴェンチューリの代表的作品
12
Robert Venturi, 1966









































































































1 - 3 . 二重性の図式化
14



































1 - 2 - 1 - 2　二重性〈機能〉
第一章　「対立性」の概念









































外部 内部 主体有 無構成材
〈調整と並置〉
1 - 6 . 調整と並置の図式化
18































1 - 8 . 並置の参照例
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1 - 2 - 3　内と外
第一章　「対立性」の概念






















1 - 2 - 4　部分と全体
第一章　「対立性」の概念
1 - 1 2 . 部分と全体の参照例
26
第一章　「対立性」の概念
1 - 1 3 .「地と図」の関係から「対立性」への発展
プレグナンツの法則
「地と図」の関係






二重の意味 ( 原著第四章 ) 二重の機能 ( 原著第五章 )
内部（空間）の矛盾 構成材（機能）の矛盾




























2 - 1 - 1　コンテクスト概念①
□　コンテクスト概念の祖
　フレーゲは彼の著書『算術の基礎』(1884 年 ) の序論の中で、言葉と意味と
























スト (context of situation)」とよび、意味論の技法として展開した。






































































2 - 1 - 4　言語学における「対立性」
第二章　「対立性」の起源
















「全体は部分の総和よりも優れいている」（"The whole is greater than the 




1880 年 -1943 年
心理学者。ゲシュタルト心理学の創始者
の一人。































2 - 2 - 1 - 1　ゲシュタルト心理学-群化の法則-②
第二章　「対立性」の起源
39





















































〈ブリコラージュ〉：部分に還元される要素を知覚する ( 部分性 )
内的：スキーマへの依存
外的：コンテクストへの依存（群化）抽象化によって図像・配列へ還元する


























































































外部内部（空間）構成材 ( 要素）構成材 ( 要素）
第二章　「対立性」の起源





























































































3 - 1 . オープンビルディングの意思決定レベルの図解
第三章　「対立性」の展開
3 - 2 - 2　オープンビルディング
　スケルトンインフィルの思想の根源にあるのはオランダの建築家 N・J・ハブ































































































ていた「包括性 inclusive vs 排他性 exclusive」の批評態度が文化的コンテク
ストに遍重していることを指摘し、設計上有効な方法概念として物理的コンテ
クストを含めた双方のコンテクスチュアリズムがあることを示す。














































































































































































1 9 7 0 年〜
1 9 7 8 年『コラージュ・シティ』
スミッソン夫妻
コーリン・ロウ＋コーネル派
1 9 7 3 年『スミッソンの建築論』
S I 住宅＋メタボリズム
「新陳代謝」する都市・建築のユートピア思想
1 9 5 9〜年





L e s s  i s  B o r e
R .ヴェンチューリ
1 9 6 6 年『建築の多様性と対立性』
1 9 7 3 年『ラスベガスから学ぶこと』
ポストモダニズムの建築言語
C . ジェンクス
1 9 7 7 年『ポストモダニズムの建築言語』
プログラム派












































1 9 7 0 年〜
1 9 7 8 年『コラージュ・シティ』
コーリン・ロウ＋コーネル派
L e s s  i s  B o r e
R .ヴェンチューリ
1 9 6 6 年『建築の多様性と対立性』
1 9 7 3 年『ラスベガスから学ぶこと』
ポストモダニズムの建築言語
C . ジェンクス







1 9 7 3 年『スミッソンの建築論』
S I 住宅＋メタボリズム
「新陳代謝」する都市・建築のユートピア思想
























3 - 7 . 通史から見る再生建築の位置づけ
62
　『建築の多様性と対立性 (1966 年 )』で示された「外部」、「内部（空間）」、「構
































































4 - 1 . 再生建築の定義
66
第四章　再生建築における「対立性」





































28  八女市多世代交流館「共生の杜」 
27  宇目町役場庁舎 
29  八女市立福島中学校屋内運動場 
30  佐伯市蒲江海の資料館「時間の船」
31  清瀬けやきホール 
32  浜松サーラ
33  YS BLD.






40  Do it Yourself
41  HANEGI G-HOUSE
42  ICHINOE




























4 - 3 . 分析手順
68
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4 - 4 - 3　並列的対立性
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□分析例 1　並列的対立性（A . 包含）
第四章　再生建築における「対立性」
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□分析例 2　並列的対立性（B . 相克）
第四章　再生建築における「対立性」
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□分析例 3　並列的対立性（C . 隠蔽）
第四章　再生建築における「対立性」
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4 - 8 . 分析図例





4 - 1 0．コンバージョン建築の傾向
4 - 1 1．リファイン建築の傾向
4 - 1 2．リノベーション建築の傾向

















































































































































4 - 1 5 .  再生建築における 3 つの変化要因















































































































5 - 2 .  建築空間の分節：三つの変化要因に応じた空間の定義
88
　敷地は以下のように設定する。
5 - 3 . 敷地
第五章　設計提案














































































5 - 2 - 1　自由な平面
5 - 5 . 基本平面と架構
5 - 6 . 平面エスキスの重ね合わせと天井のデザイン
92














5 - 2 - 2　梁の二重化
5 - 7 . 梁の二重化
5 - 8 . 構造補強
































5 - 2 - 3　抽象形態と具象要素









5 - 2 - 4　両義的立面
住宅のようであり、集合住宅のような両義的な立面となった。















新 旧 の 二 元 化 ( 二 色 の 塗 り 分 け ) や 線 種 別 に 色 分 け を す る の で は な く 、 追 加 さ れ る 要 素 と 既 存
要 素 （ 建 具 ・ 柱 ・ 壁 ・ 床 ・ 作 り 付 け 家 具 ・ 可 動 家 具 ) ま た そ の 素 材 を そ れ ぞ れ 塗 り 分 け 、 図
式 的 に 新 旧 が 断 片 化 す る よ う に 構 成 要 素 を 配 置 す る 。















































c h i l d
i n s i d e
i n s i d e
o w n e r
o n e r
f a m i l y
s t u e n tp a r e n t
断 片 化 さ れ た 構 成 要 素 は 居 住 者 の 生 活 空 間 の 中 で 組 織 化 さ れ 、 相 対 化 さ れ る 。 断 片 化 と 再 統
合 は 可 視 的 要 素 と 不 可 視 的 要 素 の 境 界 で 行 わ れ る 。
5 - 3 - 1 - 0　平面計画②：バラバラの構成要素のプログラムによる組織化
第五章　設計提案












































1 F  s l a b
2 F  r o f
2 F  r o o f 2 F  r o o f
1 F  s l a b 1 F  s l a b
自 由 な 間 取 り を 許 容 し な が ら 、 全 体 を 包 含 す る 建 築 的 要 素 と し て 床 と 天 井 に 着 目 す る 。 円 弧
上 の 床 と 小 屋 組 の 現 し に よ っ て 間 取 り の 変 更 に 関 係 な く 建 築 全 体 を 調 停 す る こ と を 意 図 し た 。
5 - 3 - 1 - 0　平面計画③：プログラムを横断する平面的建築要素
第五章　設計提案












































① ～ ③ を 重 ね 合 わ せ る こ と で 、 機 能 と 非 機 能 、 慣 習 と 非 慣 習 、 構 成 要 素 と 空 間 、 平 面 と 断 面
の 各 所 に 矛 盾 を 誘 発 し 、 部 分 と 全 体 の 双 方 に 複 雑 な 統 一 を も た ら す こ と を 意 図 し た 。
5 - 3 - 1 - 0　複雑な統合：重ね合わせ
第五章　設計提案
5 . 1 5　平面の複雑な統合
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5 - 3 - 1　平面図






























5 - 3 - 1 - 2　二世帯



















5 - 3 - 1 - 3　三世帯
5 . 1 8　三世帯平面図 ( S = 1 / 2 0 0 )
103
一 世 帯 時
二 世 帯 時





















経 年 変 化 に 伴 い 設 備 や 構 造 補 強 に よ る ク ロ ー ズ ド ポ シ ェ は 増 加 し 、 天 井 の 上 下 で 起 き る 断 面 的 な 矛 盾 は 増 幅 す る 。
占 有 す る 床 面 積 と 空 間 の 表 面 積 の 乖 離 が 空 間 所 有 規 模 の 矛 盾 を 生 み 出 す 。
第五章　設計提案
5 - 3 - 2 - 0　断面計画：天井の内と外 - 空間所有の矛盾 -
5 . 1 9　断面操作
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5 . 2 0  一世帯断面パース
第五章　設計提案
5 - 3 - 2　断面図





















5 - 3 - 2 - 3　三世帯





2/!Fbtu!fmfwbujpo! 2/!Xftu!fmfwbujpo! 2/!Tpvui!fmfwbujpo! 2/!Opsui!fmfwbujpo
3/!Fbtu!fmfwbujpo! 3/!Xftu!fmfwbujpo! 3/!Tpvui!fmfwbujpo! 3/!Opsui!fmfwbujpo
4/!Fbtu!fmfwbujpo! 4/!Xftu!fmfwbujpo! 4/!Tpvui!fmfwbujpo! 4/!Opsui!fmfwbujpo
天 井 面 ( C H = 2 1 0 0 ) よ り 低 い 主 体 空 間 で は 生 活 感 に あ ふ れ 、人 間 の 活 動 が 表 出 し 、建 築 を 浸 食 す る 。
二世帯時
三世帯時
5 - 3 - 3 - 0　立面計画：主体空間：具象要素にあふれる空間
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第五章　設計提案
2/!Fbtu!fmfwbujpo! 2/!Xftu!fmfwbujpo! 2/!Tpvui!fmfwbujpo! 2/!Opsui!fmfwbujpo
3/!Fbtu!fmfwbujpo! 3/!Xftu!fmfwbujpo! 3/!Tpvui!fmfwbujpo! 3/!Opsui!fmfwbujpo
4/!Fbtu!fmfwbujpo! 4/!Xftu!fmfwbujpo! 4/!Tpvui!fmfwbujpo! 4/!Opsui!fmfwbujpo
人 間 の 手 が 届 か な い 天 井 面（ C H = 2 1 0 0 ）よ り 上 の 空 間 で は 、建 築 の 抽 象 的 側 面 が 保 存 さ れ 、マ ッ ス 、
フ ォ ル ム 、ヴ ォ イ ド 、 グ リ ッ ド 等 の 建 築 言 語 が 表 出 す る 。






5 - 3 - 3 立面図
5 - 3 - 3 - 1　一世帯
1. East elevation 1. West elevation 
1. South elevation 1. North elevation
5 - 2 3 . 一世帯立面パース
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第五章　設計提案
2. East elevation 2. West elevation 
2. South elevation 2. North elevation
5 - 3 - 3 - 2　二世帯
5 - 2 4 . 二世帯立面パース
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第五章　設計提案
3. East elevation 3. West elevation 
3. South elevation 3. North elevation
5 - 3 - 3 - 3　三世帯













5 - 3 - 4　パース
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